
前
回
述
べ
た
よ
う
な

経
緯
で
天
龍
峡
が
世
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
次
第
に
文
人
墨
客

も
当
地
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
う
し
た

中
の
一
人
に
、
近
代
を

代
表
す
る
書
家
、
日
下

部
鳴
鶴
が
い
た
。

く
さ

か

べ

め
い
か
く

日
下
部
鳴
鶴
（
一
八

三
八
〜
一
九
二
二
）

は
、
彦
根
の
人
。
名
は

東
作
、
彦
根
藩
士
田
中

氏
の
二
男
に
生
ま
れ
た

が
、
長
じ
て
日
下
部
家

を
嗣
ぐ
。
養
父
は
、「
桜

田
門
外
の
変
」
で
殉

難
。
維
新
後
、
明
治
政

府
に
出
仕
し
て
太
政
官

大
書
記
官
と
な
り
、
三

条
実
美
や
大
久
保
利
通

の
知
遇
を
得
た
が
、
官

を
辞
し
て
書
に
専
念
。

壮
年
期
、
来
日
中
の
清

人
楊
守
敬
に
書
学
・
書

法
を
学
ん
で
研
鑽
を
究

め
、
鳴
鶴
流
を
完
成
さ

せ
た
。
門
人
も
多
く
、

多
く
の
逸
材
を
育
て

た
。
巌
谷
一
六
・
中
林

梧
竹
と
並
ん
で
「
明
治

の
三
筆
」と
称
さ
れ
る
。

鳴
鶴
が
天
龍
峡
を
訪

れ
た
の
は
、
明
治
十
五

年
十
月
で
あ
る
。
彼
を

天
龍
峡
に
誘
っ
た
の

は
、
鳴
鶴
門
下
で
、
官

吏
と
し
て
飯
田
に
赴
任

し
て
い
た
、
当
時
の
飯

田
裁
判
所
長
の
米
沢
坎

居
と
、
そ
の
書
記
官
だ

っ
た
工
藤
東
圃
で
あ

る
。
そ
し
て
、
彼
ら
を

案
内
し
た
の
が
地
元
の

郷
医
関
島
松
泉
で
あ

る
。
時
に
、
鳴
鶴
は
壮

年
の
四
十
五
歳
、
松
泉

は
老
境
の
七
十
六
歳
だ

っ
た
。

阪
谷
朗
廬
が
命
名
し

た
奇
勝
天
龍
峡
を
探
勝

し
た
鳴
鶴
と
松
泉
は
、

こ
の
景
勝
地
を
古
代
中

国
の
神
仙
思
想
に
基
づ

い
て
、
不
老
不
死
の
仙は

人
が
住
む
と
い
う
「
藐

こ

や

姑
射
」
の
神
仙
郷
に
位

置
づ
け
た
。
そ
し
て
、

こ
の
秀
麗
な
自
然
美
を

漢
詩
文
で
深
め
ら
れ
た

名
勝
地
に
し
よ
う
と
し

て
「
天
龍
峡
十
勝
」
を

選
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
例
え

ば
、
か
つ
て
の
「
太
田

橋
」
は
「
姑
射
橋
」

に
、「
つ
る
し
ね
」
は

「
浴
鶴
巌
」
に
、「
花
立

岩
」
は
「
龍
角
峰
」に
、

「
千
畳
敷
」
は
「
仙
牀

盤
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
名

を
変
え
た
。
さ
ら
に
鳴

鶴
は
そ
れ
ら
を
「
磨
崖

の
碑
」
に
し
よ
う
と
考

え
、
岩
壁
に
刻
す
べ
き

十
勝
名
を
揮
毫
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
を

切
り
立
っ
た
岩
壁
に
岩

彫
り
す
る
こ
と
は
、
決

し
て
容
易
な
こ
と
で
は

な
か
っ
た
。
低
い
場
所

は
と
も
か
く
、
高
所
は

下
か
ら
竹
竿
で
櫓
を
高

く
組
み
上
げ
て
彫
っ

た
。
さ
ら
に
は
、
も
っ

こ
を
吊
り
下
げ
、
そ
れ

に
乗
っ
て
彫
っ
た
場
所

も
あ
る
と
い
う
。
こ
の

難
事
業
を
や
り
遂
げ
た

石
工
は
中
平
丑
松
・
木

下
徳
安
・
沖
田
亀
一
等

で
あ
る
。

こ
の
事
業
に
は
多
額

の
費
用
を
要
し
た
。
そ

の
た
め
に
松
泉
は
、
地

元
の
有
力
者
で
あ
る
安

藤
弥
十
郎
・
今
村
栄
太

郎
・
関
島
鎌
太
郎
・
牧

内
新
三
郎
・
塩
沢
太
十

郎
等
に
助
力
を
依
頼
し

た
。
ま
た
、
先
述
の
米

沢
は
飯
田
の
素
封
家
、

上
柳
喜
右
衛
門
・
木
下

与
八
郎
等
に
依
頼
し
て

資
金
援
助
を
仰
い
だ
。

そ
う
し
た
人
々
の
努

力
が
実
り
、
明
治
十
六

年
十
二
月
に
天
龍
峡
十

勝
「
磨
崖
の
碑
」
は
完

成
し
た
。
足
跡
全
国
に

及
ん
だ
鳴
鶴
も
、
耶
馬

溪
（
大
分
県
の
景
勝

と
ろ

地
）
や
瀞
八
丁
（
和
歌

山
県
と
三
重
県
の
境
界

に
あ
る
渓
谷
）
で
も
命

名
と
詩
作
の
み
で
、
特

に
大
規
模
な
磨
崖
は
無

か
っ
た
と
聞
く
。
そ
れ

だ
け
に
、
天
龍
峡
十
勝

の
磨
崖
は
注
目
の
逸
事

で
あ
ろ
う
。

磨
崖
の
写
真
と
石
刷

り
を
東
京
で
受
け
と
っ

た
鳴
鶴
は
大
満
足
で
、

「
千
載
の
盛
事
」
と
記

し
た
。
写
真
の
書
幅

は
、
そ
の
前
後
に
鳴
鶴

が
も
の
し
た
十
勝
の
漢

詩
と
書
で
あ
る
。
明
治

二
十
六
年
、
天
龍
峡
に

再
遊
し
た
鳴
鶴
は
、
船

を
浮
か
べ
て
上
り
下
り

し
、
磨
崖
の
文
字
を
仰

ぎ
な
が
ら
亡
き
松
泉
を

偲
ん
だ
と
い
う
。

（
故
人
敬
称
略
）
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